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施策 つかう① 原木活用の方針検討

目的

アカマツの活用方法について、村民アンケートでは「材として市場に出荷し村の
財源に充てる」という回答が最も多くなりました。
アカマツ、その他ヒノキや広葉樹を含め、有識者・関係者と協力し、有効な活用
方法を検討します。 

実施主体 観光森林課

実施期間 R7～R12

成果指標 -

実績・効果 -
森林協議会
委員コメント

-

R7事業計画
・アカマツ材の販路検討
・コナラ・クヌギの活用検討

新規・継続 新規

事業費（実績） 立木売払収入額　11,816,318円

事業実績

・村有林整備で搬出した材は市場へ出荷し、枝条についてもチップ工場へ搬入
した。
・県外市場への出荷や立木の競り売りなどを検討した。
・県の伊那新校建設事業に対し木材の売り払いを行った。

事業効果 丸太材及び枝条を出荷したことで、村財政に寄与した。

今後の課題・
取り組み

・アカマツ材は役物の需要低調により、高額の販売はできなかった。時期的なも
のもあるため、東海市場等での販売を引き続き模索していく。
・村民の郷土愛を育むため諏訪大社への寄付・利用の実績をPRする。
・今後ナラ枯れ被害も予想されるため、広葉樹の活用についても検討する。

写真・図表
による説明

出材状況　　　　　　　　　　　　　　　　諏訪大社での活用状況

Ｒ
７
評
価

森林協議会
委員コメント

概ね計画どおり実施されている
・立木売払の成果や活用結果について、村民へ積極的に周知すること。
・地元での活用、住民への還元を検討しつつ、ブランド化や都市部との連携
によりさらに有益な活用先も検討すること。

R8事業計画
■アカマツ材の販路検討
■活用先についての広報

新規・継続 継続

事業費（予算） -

施策シート

実
施
計
画

R
6
ま
で
の
取
組
み

Ｒ
８
計
画

Ｒ
７
報
告
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施策
つかう② 公共施設等の木質化 

目的

村民アンケートでは「村の公共施設の木材として利用する」という回答が多くあり
ました。
公共施設の木質化などにより、村民が大芝高原の木を身近に感じる環境づくり
に努めます。 
また、「南箕輪村木材利用推進方針（2019年最終更新）」を「都市（まち）の木造
化推進法（2021 年）」に適合する形で改正し、公共建築物以外でも木材利用が
進む体制を構築します

実施主体 南箕輪村（観光森林課ほか）

実施期間
R7～R12
（南箕輪村木材利用推進方針はR7までに改正）

成果指標
公共施設での木材利用実績

実績・効果 -
森林協議会
委員コメント

-

R7事業計画
・南箕輪村木材利用推進方針の改定
・中学校の机の天板をアカマツで作製・設置（前回協議会後に位置づけ）

新規・継続 新規

事業費（実績）
地域材利用促進事業　4,521,000円※
（※財源）
森林環境譲与税　4,521,000円

事業実績
・木材利用推進方針の改正は未着手。
・南箕輪村中学校の学習机の天板にアカマツを活用し、設置した。

事業効果
天板を設置し、公共施設の木質化につながった。また中学校に設置することで、
森林環境教育・木質化につながった。

今後の課題・
取り組み

・南箕輪村木材利用推進方針の改定は、県産材利用方針が令和７年度に改定さ
れたため、令和8年度に実施する。
・天板については、現場の先生のご意見や教育委員会への聞取りから、使用感の
評価が必ずしも高くないことがわかった。今後小学校への展開も検討していた
が、よりニーズに合った提供方法について改めて検討する。

写真・図表
による説明

アカマツを利用した学習机の天板

Ｒ
７
評
価

森林協議会
委員コメント

検討を必要とする事項あり
・学習机の天板に関する天板については、塗装やマットでの対応や実施その
ものを検討すべきであるが、木育の一環として学校での活用は引き続き検討
すること。
・木材利用推進方針を着実に改正すること。

R8事業計画
■南箕輪村木材利用推進方針の改正
■公共施設の木質化（机天板については要検討）

新規・継続 継続

事業費（予算） 地域材利用促進事業　2,193,000円

施策シート

実
施
計
画

R
6
ま
で
の
取
組
み

Ｒ
８
計
画

Ｒ
７
報
告
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施策 つなぐ① 情報発信の強化・統合 

目的 ウェブサイトやSNSを活用し、大芝高原の森に関わる様々な情報が一元的に 
得られるようにします。村の広報誌でも、様々な森の魅力や情報を発信してい
きます。 
また、村民アンケートではクマの出没に対する不安の声が多くありました。
安全対策の一環として、クマの目撃情報、その他スズメバチの注意喚起等の安
全に関する情報を発信します。

実施主体 観光森林課　健康福祉課　教育委員会
南箕輪村開発公社 

実施期間 R7～R12
成果指標 村報掲載回数、SNS発信数
実績・効果 -
森林協議会
委員コメント

-

R7事業計画
■村HP、村広報誌による情報発信
■SNS（インスタグラム）による情報発信
■自然共生サイトへの登録申請

新規・継続 新規
事業費（実績） 記録映像・写真撮影業務　229,900円
事業実績 SNS投稿数　５回

アカマツ伐採の経過を残すため、ドローンによる伐採地の撮影を行った。

事業効果 ・SNSを開設し、みんなの森についての情報発信を開始した。また村報、ウェブ
サイト等でもイベントの告知を行った。
・自然共生サイトに認定され、大芝高原の魅力の一つである生物多様性のPRに
つながった

今後の課題・取
り組み

・SNSやウェブサイトを活用し、一元的な情報発信に取り組む。
・掲示板の設置など、オンライン環境がない住民への発信方法を検討する。また
シニア世代へ効果的に情報発信できるようSNSの種類を検討する。

写真・図表
による説明

SNS、村報の掲載状況

Ｒ
７
評
価

森林協議会
委員コメント

概ね計画どおり実施されている
・自然共生サイト登録をＰＲに活用すること。
・ＳＮＳでの情報発信のほか、シニア世代へ向けた掲示板や回覧版等での発
信を検討すること。

R8事業計画
■村HP、村広報誌による情報発信
■SNS（インスタグラム）による情報発信
■オフラインでの情報発信の検討

新規・継続 継続
事業費（予算） 記録映像・写真撮影業務　319,000円

施策シート

実
施
計
画

R
6
ま
で
の
取
組
み

Ｒ
８
計
画

Ｒ
７
報
告
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施策 つなぐ③ 地域住民主体の組織（おおしば森部）の立ち上げ検討 

目的

おおしば森部（仮）と称し、地域住民が主体となって森で活動を行う組織の立
ち上げを検討します。
村は、情報発信や国・県の補助事業の検討等、森部の活動をサポートし、複数
団体の活動時に双方の利害が衝突しないよう留意し、調整を行います。 

実施主体 観光森林課

実施期間 R7～R12

成果指標 -

実績・効果 -

森林協議会
委員コメント

-

R7事業計画 ■おおしば森部の立ち上げ

新規・継続 新規

事業費（実
績）

-

事業実績
安曇野市の「さとぷろ。」をモデルケースとして、地域住民の組織をサポートす
る体制の案を作成した。（森ねっと仮）

事業効果 -

今後の課題・
取り組み

森林協議会で検討し、Ｒ８年度内に取り組みをスタートさせる。

写真・図表
による説明

-

Ｒ
７
評
価

森林協議会
委員コメント

概ね計画どおり実施されている
・早急に立ち上げ、ブラッシュアップしながら運用していくこと。
・組織体系、事務分担、補助金など詳細を検討していく。

R8事業計画 ■森林協議会での検討、地域住民への周知

新規・継続 継続

事業費（予
算）

-

施策シート

実
施
計
画

R
6
ま
で
の
取
組
み

Ｒ
８
計
画

Ｒ
７
報
告


